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ワ
ー クシ ョ ッ プに関する理解向上 を目的と した

　　　　教員養成授業におけるコ
ー ス 開発
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　教員養成課程の 学生 を対象とす る ワーク シ ョ ッ プ に つ い て 学ぶた めの コ
ー

ス 開発 を 2 パ タ ン

行い その 評価を行 っ た．1つ は ワーク シ ョ ッ プ の 参加体験を含む全 3 回 の コ
ー

ス で あ る．もう1

つ は 半期 の コ
ー

ス で あ り，フ ァ シ リテー
シ ョ ン に関す る研修 と 2 回 の ワ

ーク シ ョ ッ プ運営体験が

含まれ て い る．前者で は ワーク シ ョ ッ プへ の 知 識
・
理解の 向 上 が確認 され た ，一

方，後者で は，

受講生 は 教師 とフ ァ シ リテ
ー

タ
ー

の あ り方 の 違 い な どを考察す る等、深 い 気 づ きが あ っ た こ とが

示唆 された，

　キー
ワ
ード ： ワ

ーク シ ョ ッ プ，フ ァ シ リテ ー
シ ョ ン ，教員養成，高等教育

1．　 問題 の 所在 と 研究の 目的

　1，1．　 社会的背景

　近年，子供向け ワーク シ ョ ッ プ の普及 は 目 覚ま しい ．

文部科学省 で は平成 22年度 か ら，コ ミュ ニ ケーシ ョ ン

能力 の 育成を図 るた め，芸術家等を学校に 派遣 し芸術

表現体験活動 を取 り入れ た ワーク シ ョ ソ プ型 の 授業を

展開する事業が 実施 され て い る （コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン

教育推進会議 2011）．実践校か らの 報告に よれば，ワ

ー
クシ ョ ッ プ の 理論や 手法 を備 えた外部講師が 授業に

参画する こ とは，児童
・
教員双方に学習効果をもた ら

す こ とが 指摘 され て い る（コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 教育推

進会議 2011 ）．今後，学校 と外部団体 との 連携支援は，

学校現場 に とっ て も重要 な課題 となる で あ ろ う．

　
一

方，現時点 で積極的 に ワ
ー

ク シ ョ ッ プ に 関す る 外

部団体と連携する学校は ， まだ
一

部に 留ま っ て い る，
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背景 と して ，小 学校教員 の 過 密 ス ケ ジ ュ
ー

ル な ど制 度

的要因 も考え られ るが ，ワーク シ ョ ッ プ に 関する情報

の 不足や，教師の 信念体系 との 葛藤が主要因 で ある と

の 指摘 もある （山内 ら 2010 ）．教師 に お け る 「個 人 レ

ベ ル の 指導論」 （梶田 1986） とワ
ー

ク シ ョ ッ プ 実践家

の 持 つ 「個人 レ ベ ル の 実践論 」 （森 2009） の 間にある

差異 とは ，教育 目標 や評価観 の 差異を根底 に孕む，こ

の 差異 は 教師が ワ
ーク シ ョ ッ プ に 対 し理 解 向 ヒす る 妨

げ に なる可能性が ある．教授経験がある場合 と無 い 場

合 で ワ
ー

ク シ ョ ッ プ の フ ァ シ リテ
ー

シ ョ ン に つ い て学

ぶ際に 理解に差が 出る とい う指摘 もある （山内ら 2009
，

2010）．

　 こ の よ うな状況 を踏まえ，筆者らは，ワ
ー

ク シ ョ ッ

プ の 現場 と学校教育 との 問によ り
一

層建設的な関係 が

築 か れ て い くこ とを目指 し，SCSK 株式会社 CSR 推進

室 CAMP （以下 CAMP ）と共 同 研究を行 っ た．本研究

で は 現職の 教員で は な く，高等教育に お け る教員養成

課程に焦点を当て る．そ の 理 由と し て は，教員養成課

程は 学校現場に 入 る 前，個人 レ ベ ル の 指導論が形成 さ

れ て い く過程で あ る た め，1」1内 ら （2009）で 示 唆 された

葛藤が現職教員よ り も起き に くい と考 え られ る か らだ ．

　さ らに ，学校教育に携わ る意志 の あ る 学生 に 対 し て，

ワーク シ ョ ッ プ に 関す る 理 解 向 Eを支援す る た め に は

二 つ の 課題 とそれ に 向けた支援が必要だ と考 えた．第

．・
の 課 題は，学校外 の 学習活動に っ い て認知 の 向上 を

促す こ とで ある．さらに，第二 の 課題 と して ，学校教

育 と学校外 で の 学習活動 とを相対的に捉 え，学校 の 中

側か ら連携 できる教員 も育て る必要 が ある．こ れ は ワ
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一ク シ ョ ッ プ の 運営に 対する リア リテ ィ が 必 要 に なる

ため，第
一

の課題に 比 べ さらに時間をか けて学習支援

を行 う必 要 が あ る．

　第
一

の 課題 に 対 し て は ，全 て の 教員 が 学習す る こ と

が望ま し く，第二 の 課題 に っ い て は ，
一

部の 関心 の あ

る教員が習得すべ き こ と だ と考え られ る，そ こ で ，小

学校教員 の 免許取得 にお い て必修科 目と選択科 目があ

る こ とに着眼 し，前者は 必 修科 目と して ，後者には選

択科目 と して，そ れ ぞ れ コ
ー

ス 開発 を 行 うこ と と し た．

　1．2，　 本研究の 目的

　本研究で は ，ワーク シ ョ ッ プ に 関する理解向上 に向

け た教員養成用 の コ
ース 開発 を行 うこ と を目的 とす る．

こ れ に よ っ て ，学校 と学校外 の 活動 とを連携できる教

員を養成する こ とを目指す．こ の 目的に対 し，先に述

べ た 2 つ の 課題 に 対応 し 2 パ タン の コ
ー

ス 開発を行 う．

2． 実践 1　 ワ
ー

クシ ョ ッ プ参加体験か ら学ぶ コ
ー

ス

　2．1．　 実践 1 の 実施概要

　 こ の 授業実践は，大阪府 内にあ る教員養成系大学 で

開講 され て い る選択必修授業の 中の 3 回分 を使 っ て

2010年 6 月 に 行 っ た ，本 実践 の 目的 と して は，学校外

の学習活動で あ る ワーク シ ョ ッ プ に つ い て 認知 の 向上

を促す こ と，と した，ワ
ーク シ ョ ッ プ受講生は教育学

部 の 教員養成課程 に在籍 する大学生 19名 で ある．

コ
ース の構成と 内容

　 コ
ース の 構成は，第 1 回 が 講義 「ワ

ーク シ ョ ッ プ概

論」，第2 回が ワーク シ ョ ッ プ参加体験 （CAMP あだな

ふ だ ワーク シ ョ ッ プ〉，第 3 回 が 講義 「ワーク シ ョ ッ プ

と学校 」 とな っ て い る．

　第 1 回 目は ，
ワ
ー

ク シ ョ ッ プの 歴 史的経緯や 定義，

内容 の 広 が りにっ い て映像を見せなが ら紹介 した．第

2 回 目の ワ
ーク シ ョ ッ プ 参加体験 で は，「CAMP あだな

ふ だ ワ
ー

クシ ョ ッ プ 」 とい うイ ン タ ビ ュ
ー

か ら名札的

な 立体作品を作 る ワ
ー

クシ ョ ッ プ を実施 した．受講生

は参加者と し て 体験 した （図 1 ）．第 3 回 目に は，ワ
ー

ク シ ョ ッ プ の 特徴 を授業 に 反映 させ た 場合どの ような

活動が 可能か と い う議論 と，学校外 で 行 う場合 どの よ
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図 1　 ワ
ーク シ ョ ッ プ 参加体験 の 様子

うな活動 の 可能性 が考えられ るか 議論 した．

　2．2．　 データ取得の方法

　第 1 同 目講義 開始直前 に ワ
ーク シ ョ ッ プ 経験 に 関す

る質 問紙調査 ，第 1 回 目講義 中と第 3 回 目講義中 に ワ

ーク シ
ー

ト課題 を行 っ た ．本研究では こ の デー
タを分

析す る．

　2．3， 結　　果

ワ
ー

クシ ョ ッ プに関する理解

　第 1 回 目講義開始直前 の 質問紙調査 と第 3 回 講義中

の ワ
ー

ク シ
ー

トに て 「ワ
ー

クシ ョ ッ プ とは どの よ うな

もの か 」 自由記述 で回答 して もらっ た．第 1 回 目講義

開始直前 に は 19名 中14名 が 無 回答で あ っ た．第 3 回講

義 中 の 記述につ い て ， 内容 を コ
ー

デ ィ ン グ した結果，

19名 中18名が ワ
ー

ク シ ョ ッ プ の 特徴につ い て 授業 の 内

容を反映 した記述 がな されて い た，例えば，第 1 回 目

講義開始直前に は 「機能的学力の 育成？ 」 と回答記述

した学生 は ，第 3 回講義中で は 「子 どもたちに 自由な

発想を も っ て 主体的に グル
ープ活動 に よ る相 互 作用 か

ら 1 つ の もの を創 り上げる 」 と記述 して い る，こ の こ

とか ら受講 生 の ワーク シ ョ ッ プ に関す る理解は向上 し

た と言 え る，

ワ
ー

クシ ョ ッ プ に対する意識の変容

　ワーク シ ョ ッ プ に 子供を参加 させ た い か どうか とそ

の 理 由 を 第 1 回 目講義開始 直前 の 質問紙調査 と 第 3 回

講義中の ワ
ーク シ

ー
トに て 回答 して もらっ た．そ の 結

果，子供を参加 させ た い との 同答が 19人 中 8 人か ら19

人 中 16人 に 増加 し た．自分 が 体験 して み る こ と で ど の

よ うな活動か に つ い て リア リテ ィ が 湧 き子供に も経験

させ て み た い と考 え る よ うに な っ た受講者が多か っ た

と考 え られ る ．

学校教育 との接続に 向けた議論

　第 3 回 の 「ワ
ー

ク シ ョ ッ プ と学校 」 で は，ワ
ー

ク シ

ョ ッ プ か ら授業案 に 接続 させ て い く こ とに つ い て は ，

当初 の ね らい 通 りワ
ー

クシ ー トへ の 記述も多く （記述

例 ： 国語 と関連 づ け て 「物語 を 1 つ 選 び演劇 」，理科 と

関連づ け て 「未知 の 昆 虫図鑑 を創 ろ う！！」）， 授業 時間

内 に 活発な議論 が 行 わ れ た ，しか し， 子供 に 体験 させ

て み た い 学校外学習 に つ い て考 えるとい う議論に っ い

て は想像で きる 活動が 野外活動 の よ うなも の に 限 られ

る な ど，広 が り に 課題 を 残す結果 と な っ た．

3． 実践 2　 ワ
ー

クシ ョ ッ プ運営体験か ら学ぶコ
ース

　3．1．　 実践 2 における実施概 要

　 こ の授業実践は，奈良県 内の 教育養成系大学にお い

て 開講 され た 選択科 目の 講義 と して ，2009 年 IO〜2010

年 2 月 に行っ た ．本実践は ワー
ク シ ョ ッ プ の フ ァ シ リ
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テ
ー

シ ョ ン を運営体験 か ら学ぶ こ とを 目的 と した．受

講生 は 教育学部 の 教員養成課程 に 在籍大学生 2 〜 4 年

生の 10名 と大学院生 2 名 の 計 12名 （受講生 A 〜L ） で

あ る．

コ
ー

ス の構成 と内容

　第 1 回 目か ら第 3 回 目は講義形式 で 適宜質疑 を挟む

形式で進行 した，第 1 同 目で は教育工 学研究と学習環

境デザイ ン 論 につ い て ， 第 2 回 目で は ワ
ー

クシ ョ ッ プ

とい う手法 の 歴史的背景 と実際に ワ
ー

ク シ ョ ッ プ を企

画 ・運 営す る 際の 留意 点 に つ い て 扱 っ た．第 3 回 目 は ，

第 6 回 目 ・第 8 回 目 に扱 うマ イ ク ロ ・コ ン ピ ュ
ー

タ 「ク

リケ ッ ト」につ い て 開発経緯 と構成 主義にっ い て 触れた．

　 第 4 回 目 ・第 6 回 目 ・第 8 回 目は CAMP ス タ ッ フ が

運営する形式 をとっ た．それぞれ学外実習 の 後 ，ふ り

か え りの 講義を設け て い る（第5 回
・第 7 回

・第 9 回）．

第4 回 目には CAMP で 通 常行われ て い る フ ァ シ リテ ー

タ
ー

研修 を実施 した．

　第6 回 目は，CAMP ク リケ ッ トワ
ー

ク シ ョ ッ プ を ワ

ーク シ ョ ソ プ 運 営体験 1 回 目 と し て 小学生 18名 に 対 し

て行っ た．この ワ
ー

ク シ ョ ッ プ は ， 参加者が 2人 1組

に な り，プ ロ グラミン グを行 い ，ク リケ ッ トとモ
ー

タ

ーと 様 々 な素材 の 組 み 合 わせ で 動 くお もちゃ をつ くる

とい う活動 で あ る，1 「司目で は CAMP ス タ ッ フ 2 名 に

加 わ るか たちで受講生か らは希望者 4 名が フ ァ シ リテ

ーターとなっ た ，残 り の 8 名は 少 し離れ た位置か ら記

録 をっ けた，

　第8 回 目は ，運営体験 2 回 目 と して CAMP ク リ ケ ッ

トワ
ーク シ ョ ッ プを小学生 19名に対 し て行っ た． 1回

目に フ ァ シ リテ ーター
を して い ない 受講生 が 2 回 目の

フ ァ シ リテ ーターとな っ た，2 回 目で は CAMP ス タ ッ

フ は フ ァ シ リテ ーターと して 実践 に 加 わらず，チ
ー

フ

フ ァ シ リテーターを含め ，全 て の フ ァ シ リテーターを

受講生が担 当 した．1回 目の フ ァ シ リテ
ー

タ
ー

は少 し

離れた位置か ら記録 をっ けた．第 9 回 目は成果発表会

を行っ た．

　 3．2．　 デ
ー

タ取得の方法

　受講生には，（1）第 4 回 目 「¢ AMP フ ァ シ リテ ーター

研修 」 終了後 ， （2）第 6 回 N 「ワ
ーク シ ョ ッ プ 運営体験

1回 目」 終了後、（3）第 9 回 目 「成果発表会」終了後，

に レ ポ ー
トを提出する よ う課 し た ．

　 さらに 受講 生 が
， そ の 後 ど の よ うに 学 び を 日常 の 中

で 深め て い っ た か を探るた め，コ
ース 終了後 7 ヶ 月経

っ た 2010年 9 月，受講 生 に 対 し任意 で グル
ープイ ン タ

ビ ュ
ー

を行 っ た ，イ ン タ ビ ュ
ー

協 力者 は 受講生 12名 中

4 名 で ある，こ の 他 に，CAMP ス タ ッ フ 1 名が 司会進

行 と し て在席 して い る．時間 は 80分 と し，協力者に ワ

Vol．36，　Suppt，　（2012）

表 1　 自分 の 教育実践の 中 で 活 か して み た い こ と

受講生 ABCDEFGHIJKL

第4圏 終 了後 　 薯　 1　 1　 0　 0　 0　 0　 0　 0　 0　 0　 0

第9回 終 了 後　 2　3 　6 　 1　 1　 2 　3 　 1　 1　 4 　− 　3

7ヶ 月後 　 　 　 　 　 　 　 0 　 　 　 2 　 1　 　 　 − 　3

（一はデータの 欠損 を表 す）

一ク シ ョ ッ プ 運営体験 1 ，2 それ ぞれ に つ い て 「印象

に 残 っ て い るエ ピ ソ
ー

ド」 につ い て 語 っ て もらう形式

とした，記録写真 を用意 し協力者がイ ン タ ビ ュ
ー

中，

適宜参照する こ とを許可 した．本研 究 で は 3 回の レ ポ

ー
トに お ける 記述 と グル

ープイ ン タ ビ ュ
ー

で の 口 述デ

ー
タを分析 の 対象 とす る．

　3．3， 結　　果

ワ
ー

ク シ ョ ッ プ に関する理解

　 「ワ ーク シ ョ ッ プ の 運営か ら学ん だ こ と 」に つ い て ，

（1）第 4 回 目終了後，（2）第 6 回 目終
．
r後，（3）第 9 回 目

終了後，（4）7 ヶ 月後，の 記述・口 述を コ
ーデ ィ ン グ し，

視点 を整理 した．分析 の 結果 ，受講生は フ ァ シ リテ
ー

タ
ー

研 修 と 2 回の 実践を通 じ，ワ
ー

クシ ョ ッ プの 運営

に つ い て 複数 の 視点 で 理解を深 め て い る こ とが わ か っ

た，とりわけ ， 第 9 回 目終了後 の レ ポ ー
トには 「教師

と フ ァ シ リテーター
」 「授業 と ワ

ーク シ ョ ッ プ」 の 共 通

点 ・相違点 に 関し て 体験を通 じて 具体的 に 捉 え る記述

が 見受けられ た．さらに グル ープイ ン タ ビ ュ
ーの 結果

か ら，そ の 気づ きは 7 ヶ 月経 っ て も受講生 の 中に 残 っ

て い る こ とも示唆 された．

個人 レベ ル の教授論へ の 揺さぶ り

　 「自分の 教育実践 の 中で 活 か して みた い こ と」 にっ

い て （1）第 4 同 目終了後，（2）第 9 回 目終 了後，（3）7

ヶ 月 後，の 記述 ・
口 述 を コ

ー
デ ィ ン グ し視点 の 数 で 整

理 し た （表 1）．

　第 4 回 目 終 了 後 の レ ポ
ー

トに は今後 の 展 望につ い て

曖昧 な記述 も見 られ た が ，第 9 回 目終 lt後 の レ ポ ー ト

に は，ワ
ー

ク シ ョ ッ プ や フ ァ シ リテ ー
シ ョ ン そ の もの

につ い て 言及するだけで はなく，学ん だ こ とをど の よ

うに 自身 の 教育実践 に 活 か し て い け そ うか と い う具体

的記述が 見 られ た ．例 え ば，受講者B の 記述に は ，第

4 回 目終 r後に は期待感の よ うな表現で あ っ たの に対

し，第 9 回 目終了後 に は 授業設計に ど の よ う な取 り入

れ方が で きる か につ い て 記述が あっ た ，

例）受講者 B

【講義第 4 回 目終 了 後】踏み 必 み週 ぎヂ　脚 すぎ武

子 群 を信 じτ鬼 ザ る．こ の す ご ぐerLb ｝立 ち遊
『
置 を身

厂

9」つ ケ ら麗 た ら，今憂教砺 を β 清 す 左で 6 す ご ぐプ ラ

ヌ 〆こな る こ とな 騨 ρ な ρ．やつ てみ た e ，こ とと L　agt，
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こ 轟か ら　え ζ1葵凝授業 や教 窮 ぎ習 で フ ア シ グ テ
ー

シ

ヨ ン を 覦 した 鰈 麗 孵 を考 え で殲 乙で み た ρ

【講義第 9 回 目終 了 後】 疫 業 の ≠ で 子 葬た ち の 潜鋤 が

多 の 拶厮 で ぽ フ ア シ グ テ
ー

ン ヲ ン を，意講 乙 た 灘 力 〃方

を 乙た ク， あ る1嬲 を潔 ぐ と き 〆こ クーク シ ヨ ソ プの よ

ラ〆こ ペ ア を 伊 っ で，　
・
緒 〆ご考え た クす 乏5の 酬 1ρ1，答

え が カ か る 子ぱ 分 か らな ρ 子 〆ご教 罐 ｛5 こ と で よ ク蠏

が 深ま る ム，分 か ら な レ1子 あ友董 〆こ教 オ τ ちら ラぼ う

が 卿 〆ご教 え ら拠 る よ ク ら ど っ つ きや ナ の と忽 ラ．ざ

ア に な 6 と秀揮 さ れ る 子群 の カ を授業 に ら杢 か ムた

の ．ま た，疫業 の メ ノバ グを つ げ るため〜こ らク
ー

ク シー
ヨ ソ プ の よ ラな〜皆動 ぱ 髭え る と憩 ラ．

　第 9 回 目終了後の レ ポー トに は ，就職後 に教員 と し

て現場で役立て た い とい う記述 （12名中 6 名）の 他，

こ れ か ら行 く教育実習 に 役 立 て た い とい う記述 （12名

中 3名），ス クール サポー
ト （注 ：学校教育現場 にお い

て教職員 とは違 う立場で様 々 な支援・補助を行 う活動）

の 活動 の 中 に 取 り入 れ る こ と が で き そ う と い う記 述

（12名 中 3名） もあ っ た ，受講生 の 学年 に よ っ て も受

けとめ 方に差異があるもの の ，受言冓者はそれぞれ の 直面

す る 身近 な課題 と 引きつ けて 講義内容 を理解 して い た．

　加え て ，こ の コ
ー

ス 受講 を契機 に行動変容 した事例

もある．H は こ の 授業を契機に今まで行 く こ との 無か

っ た ス クー
ル サ ポ ートに 行 く よ うにな っ た，

例）受講生 H

【第 9 回 講義終 了 後】大 学 の 教室 で 諺1蕗を受 ゲ て
一
，子

鉾 の こ ま〆ごつ 〃、て轡 鍾 ナるの ギこぽ醒界が あ ク，そ轟だ

げ を持 っ で 子 群 と憂 する の ぽ た ρ へ ん な こ ま だ 　r中
磨り 私 な 　教訪 に な る こ と を志望 し て

’
〃薯るが 1 ス ク ー

／〃ナポ ー
〃 ご行 っ た こ とが な の の で1 讐 に 子葬 と謄

九 診 っ た の ぽ教育彡ぎ翌の まきが 初 め でだ っ た．だ か ら，

周 クの 労空 ぱ，功年教 育 で ぽ な の 学生 で ら．ス ク
ー

ル

グポ ー
みな ど で ぞノZ ま てV ごチ 葬と轡轟診 ラ麓会があ っ

たノした ちだ
’
っ ノをの で〜　子 汐ホと す ぐ〆こノアち境卿プで 〃、た の

〜ご，私 ぽ 凝嬲 本 ヨ 〆こ 子 群 まの 斐 し方 が 分 汐喝 ず不
1
安

で の っ ぱ 〃1 冠 あ ま ク擠麺的 ノご艀 わ麗 ながり た，こ れ

らの 髭1｛髪か ら．やな クス ク
ー

ノ〃ナ ポ
ー

みぽ 乙 でお ぐべ

まだ と廨 どた．．ス タ ーみぽ か な ク運 レ、が し蕪 鞭 『〆ぽス

クー
ノ〃テ ポーβを 乙よ クと，蟹 ク，

【7 ヶ 月 後】私 属 クーク シ ョ ソ プ で
一
番学ん だ こ 2 ，

浮 た こ とぱ 待 つ っ て の ラ丈 勿 さ で あ っ た ん で ナ〆プ、乞

今幼稚1薗 の ヌ ク ーノ〃カ
L

ポーみiご万
：
っ て

一
てし　得≡つ っ で本

当に 大勢だ な と，蟹っ で 小学生 よ クら幼穉偲 の 方 が 豺

い か らぼ ん まラに 贏か らもっ と碍1屑7か け で痔 っ てあげ
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な ρ と 身分 の 考え め ）ま ぐ言 え な e ｝L ，こ の 蒔 に 待 っ

τ あ ゲ た ら子 葬 ぱ ちや ん と β分 で 耀决 ナる よ うなLYを

E つ げら轟 る，か ら． 痔 と ラっ て
’
t

　 L の 発 言か ら は 「個人 レ ベ ル の 指導論 」 へ の 内省が

か か っ て い る こ と，教育現場やそ こ で 関わる対象年齢

が異な る とい う状況で さらに学習を深め て い る こ とが

伺え る，

4， 考察 ・今後の展望

　 （D実践 1 で は 参加 体験を通 じて ワーク シ ョ ソ プへ

の 認知度を上 げ理 解を高め る こ と は で きた が 学校外の

活 動 と学校 で の 活動 を つ な げ て 理 解す る に は 十分 で は

なか っ た こ と，（2）実践 2 で は実際に運営者 として の 体

験する こ と を通 じ，教師とフ ァ シ リテ
ー

タ
ー

とい う比

較軸 の 中 で 深 い 考察を行 うこ とが 可能 にな っ た こ と，

が 示唆 され た．教員養成課程 にお い て ワ
ー

クシ ョ ッ プ

へ の 理解向上 を攴援す る 取 り組 み を行 うこ とは ，学校

外 学習 の 現場 と学校 で の 教育活動 と を結 び っ け る た め

に重要だ と考え られる とともに，学生 が 「個人 レベ ル

の 指導論」 （梶田 1986）を築き深 め て い く上 で も有用

だ と考え られ る、

　本研 究 の
一．

部は 日本教育工学会第26回 及び第27回 に

お い て 発表 した．
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